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半藤一利氏関連資料の探し方 

現在、昭和館 3 階で特別企画
き か く

展「歴史探偵
たんてい

 半藤一利展」が開催中
かいさいちゅう

です（7/14（金）～9/3（日））。

図書室でも関連資料を手に取れますので、検索
けんさく

方法についてご案内します。 
 

⦿ 著書について 

・図書室内利用者用端末
たんまつ

 ＞ 図書 ＞ 著者名等から探す ＞ 半藤一利 

＞  1．半藤 一利 ［ﾊﾝﾄﾞｳ,ｶｽﾞﾄｼ］ 

・昭和館デジタルアーカイブ ◆蔵書検索 図書 ＞ 編著者名 半藤 一利（スペース必須） 

それぞれの検索方法で、編著者に半藤氏を登録している資料がヒットします。検索結果一覧で 

名前が表示されていない資料もありますが、複数の著者がいる場合は代表者のみ表示される 

ため、タイトルをクリックし詳細
しょうさい

画面を見ると、半藤氏の名前を確認できます。 
 

⦿ 旧蔵資料について 

令和４年度、半藤氏が所蔵していた資料の一部を、ご家族のご厚意で寄贈
き ぞ う

していただきました。 

これらはデータ上「半藤一利氏旧蔵資料」というコレクション名になっています。全文検索の対象 

なので、利用者用端末のなんでも検索や昭和館デジタルアーカイブで「半藤一利氏旧蔵資料」と

検索すると、該当
がいとう

資料がヒットします。 
 

フリーワード検索で「半藤一利」と検索すると、解説文や雑誌への寄稿
き こ う

などさらに多くの関連資料

を確認できます。 

 

⦿ 一部の資料をピックアップ中！ 

図書室の奥
お く

に半藤文庫（常設）として著書と旧蔵資料を、壁面
へきめん

のハングオール展示「歴史探偵  

半藤一利氏関連図書紹介
しょうかい

」（7/14～9/3）として著書と関連図書を置いています。 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさん資料があります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 



 7月 1日に富士山（山梨県側・吉田ルート）の山開きが行われました。今年は富士山

の世界文化遺産登録 10周年の節目、かつ新型コロナウイルス感染症
かんせんしょう

が５類に移行して

初めての山開きとなり、多くの登山客が押
お

し寄せ大混雑だったようです。多種 

多様なレジャーがある現代においても、登山の人気は変わらないようですね。 

それでは戦時下の登山はどのような位置付けだったのでしょうか。昭和 12年（1937）

の日中戦争勃発
ぼっぱつ

以降、国内の戦時体制化が急速に進み、国家総動員運動が始まると国民

の体力向上は重要視されていきました。そのためいっけん政治と無縁
む え ん

にも思える、自然

を相手とする山登りでさえも、戦争と無関係ではいられませんでした。 

昭和 13 年（1938）8 月発行のアサヒ・スポーツの裏表紙では、「美津濃
み ず の

」（現・ 

ミズノ）の広告が掲載
けいさい

されています。「銃後
じゅうご

の鍛
きた

え スポーツで」と銘打ち、行軍
こうぐん

→ 

ハイキング、手榴弾
しゅりゅうだん

→野球（投球）のイラストとともに、ハイキング用品と軟式野球

用品の宣伝をしていました。 

また太平洋戦争突入
とつにゅう

前の昭和 16年（1941）8月発行のアサヒ・スポーツでは、「時局

と登山訓練」（四谷龍
りょう

胤
すけ

）という記事があります。この記事内では「国民総てが積極的

に大自然に触
ふ

れよ」「寸暇
す ん か

を利して近郊
きんこう

の山野へ行進せよ」「登山者に課せられた 

国家への御奉公
ごほうこう

」などの小見出しが並んでいます。中身の文章をご紹介します。 

戦争と登山とを考えるならば、その一人一人の精神と身体が如何
い か

に密接なる関連を 

有し、登山において培われるものの大なるかはここに言を費
ついや

すまでもない、単に現実

の剣と銃とを使っての戦いとのみは限らない、あらゆる困難危機を突破
と っ ぱ

していく烈火
れ っ か

の

如き意志と体力を有する者をこそ今日国家がその各組織にわたって求めているのだ、

（略）国民各自が寸暇
す ん か

を利して明日にもすぐ近郊の山野への行進を開始すべきで 

ある、隣組
となりぐみ

、産報、各々 携
たずさ

えての野外訓練が国家の命ずるところに従って切実なる 

行動を開始すべきである、（略）登山報国はスポーツ慰安
い あ ん

を超
ちょう

越
えつ

して国家的重大意義

を有するものにまで発展する。（略）国民あげての山地訓練こそ今日の問題であるとと

もにそれを指導し補助することこそ岳人の直接なる国家への御奉公
ごほうこう

であり、課せられ

た使命であるのだ。 

 現代の私たちは特別な理由は持たずとも、レジャーの一つとして山の美しい景色を 

眺
なが

め、山登りを楽しむことができます。しかしそれができない時代が今から 80 年以上

前、確かに存在したのです。 

※旧字、旧仮名遣いは改めました。 
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